
平
成
二
十
六
年
夏
の
收
穫 

 
 

 

土
屋 

博 

 
文
語
日
誌
（
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
二
日
） 

八
月
十
四
日
、
澁
谷
の
東
急
東
横
店
古
書
市
の
初
日
に
赴
く
。
か
つ
て
は
夏
休
み
期
間
に
新
宿
の
京

王
、
小
田
急
、
伊
勢
丹
そ
し
て
横
濱
そ
ご
う
と
百
貨
店
の
古
書
市
を
廻
る
は
小
生
に
と
り
て
無
上
の

愉
し
み
な
り
き
。
さ
れ
ど
近
年
開
催
店
鋪
の
激
減
し
た
る
は
悲
し
き
心
地
ぞ
す
る
。
今
も
な
ほ
開
催

を
續
く
る
東
横
店
の
健
鬪
ぶ
り
に
は
敬
意
を
拂
ひ
た
し
。 

 

午
前
十
時
の
開
店
と
と
も
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
て
八
階
催
物
會
場
を
目
指
せ
ば
、
雪
崩
を
打
ち
た
る

如
く
に
直
行
す
る
人
々
の
姿
あ
り
。
プ
ロ
の
古
本
屋
と
覺
し
き
人
々
の
眞
劍
な
る
眼
差
し
も
感
ず
。

張
り
つ
め
た
る
空
氣
感
は
格
別
に
し
て
清
々
し
さ
す
ら
覺
ゆ
。
瞬
く
間
に
滿
員
状
態
と
な
る
。
展
示

物
、
年
を
經
る
ご
と
に
明
治
・
大
正
期
書
籍
の
占
む
る
割
合
、
減
少
傾
向
に
あ
る
は
否
め
ず
。
明
治
・

大
正
は
遠
く
な
り
に
け
り
。
佛
蘭
西
哲
學
者
森
有
正
著
の
「
パ
ス
カ
ル
」
（
昭
和
十
七
年
の
創
元
社
版
）
、

矢
内
原
伊
作
氏
あ
て
著
者
直
筆
獻
呈
辭
入
り
の
も
の
を
手
に
取
り
て
棚
に
戻
せ
ば
、
忽
ち
に
賣
り
切

れ
た
り
。 

 

今
囘
の
收
穫
は
以
下
の
通
り
。 

 

（
一
）
“Th

e
 A

rt o
f E

n
g
lish

 C
o
n
v
e
rsatio

n

”
芝
染
太
郎
著
（
丸
善
、
大
正
七
年
刊
） 

先
づ
目
に
留
ま
り
た
る
は
、
赤
き
袖
珍
圖
書
に
て
金
文
字
の
筆
記
體
英
語
美
し
き
印
字
の
一
册
な
り
。

「
英
語
の
達
人
」
の
祕
傳
を
傳
授
す
る
が
如
き
印
象
あ
り
。
芝
染
太
郎
氏(

一
八
七
〇
年
生
、
一
九
四

九
年
沒)

は
昭
和
初
期
に
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
社
長
。
日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
專
任
幹
事
な
ど
務
め
、

戰
艦
三
笠
の
保
存
に
盡
力
し
た
る
人
物
と
し
て
知
ら
る
。 

 

（
二
）
「
明
治
名
文
集
」
佐
藤
吉
次
編
（
大
日
本
圖
書
、
明
治
三
十
六
年
刊
） 

佐
藤
吉
次
氏
の
出
自
は
不
明
な
る
も
、
國
語
教
育
關
係
者
と
覺
ゆ
。
本
書
の
な
り
た
ち
は
「
は
し
が

き
」
に
よ
ら
ば
以
下
の
通
り
。 

『
こ
の
集
に
え
り
編
み
た
る
文
章
は
い
づ
れ
も
斯
の
道
に
於
い
て
世
に
覺
え
高
き
諸
先
生
等
の
も
の
し

た
る
文
の
み
な
れ
ば
、
文
法
は
た
語
格
な
ん
ど
の
正
し
き
は
今
更
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
文
ど
も
の
調

べ
高
く
雅
や
か
な
る
こ
と
も
ま
た
自
ら
傳
は
り
て
い
と
品
高
く
め
で
た
き
文
に
な
ん
あ
る
。 

か
か
れ
ば
お
の
れ
早
う
こ
の
雅
文
を
斯
の
道
に
志
あ
る
者
の
爲
に
と
折
に
ふ
れ
て
一
つ
二
つ
づ
つ
か
れ
こ

れ
の
雜
誌
は
た
書
の
中
よ
り
え
り
お
き
た
る
が
や
が
て
此
度
の
集
と
は
な
り
た
り
』 

本
書
に
掲
げ
ら
れ
た
る
綺
羅
星
の
如
き
名
文
の
中
よ
り
、
こ
こ
に
て
は
、
井
上
毅
氏
（
一
八
四
四
年
生
、

一
八
九
五
年
沒
）
の
岩
倉
具
視
公
（
一
八
二
五
年
生
、
一
八
八
三
年
沒
）
に
關
す
る
文
を
紹
介
せ

む
。 



 
 

『
岩
倉
公
逸
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
上
毅 

月
日
の
小
車
は
め
ぐ
り
め
ぐ
り
て
流
れ
る
水
よ
り
早
く
故
右
府
公
の
世
を
去
り
た
ま
ひ
し
よ
り
、
今
は

は
や
十
年
あ
ま
り
を
ぞ
過
ぎ
ぬ
る
。
大
詔
の
ま
に
ま
に
我
が
國
を
不
二
が
ね
の
安
き
に
置
か
で
や
は
と
、

思
ひ
入
り
た
ま
へ
る
公
の
一
す
ぢ
の
誠
心
は
、
天
地
の
間
に
み
ち
わ
た
り
て
、
き
は
み
な
き
後
の
世
ま
で
、

語
り
繼
ぎ
聞
き
繼
ぐ
べ
け
れ
ば
、
今
更
に
謂
ふ
ま
で
も
な
き
こ
と
な
が
ら
、
公
の
逸
事
の
一
二
を
思
ひ

出
す
ま
ま
に
書
き
記
し
て
、
世
の
鑑
と
も
な
し
史
人
の
料
と
も
な
さ
な
む
。
維
新
の
初
め
に
神
武
の
古

に
復
る
と
い
へ
る
大
事
を
定
め
ら
れ
し
は
、
こ
の
公
の
輔
翼
の
力
に
ぞ
よ
る
。 

以
下
略
』 

同
時
代
人
の
み
る
と
こ
ろ
の
岩
倉
公
の
印
象
活
寫
せ
ら
れ
、
深
き
思
ひ
の
傳
は
る
良
き
文
章
な
り
と

存
ず
る
次
第
な
り
。
本
書
は
國
會
圖
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
も
收
録
無
け
れ
ば
、

稀
少
價
値
あ
り
。 

 

（
三
）
「
道
歌
物
語
」
鈴
木
魅
著
（
忠
誠
堂
、
大
正
十
三
年
初
版
、
昭
和
二
年
十
一
版
） 

函
入
。
荏
原
郡
碑
衾
町
八
雲
小
學
校
長
印
及
び
「
記
念
」
の
ス
タ
ン
プ
あ
り
。
何
ら
か
の
記
念
行
事
の

折
に
生
徒
に
配
布
せ
ら
れ
し
も
の
な
ら
む
。
八
雲
小
學
校
は
偶
々
小
生
の
母
校
（
目
黒
區
最
古
の
小

學
校
）
な
れ
ば
不
思
議
な
る
因
縁
も
感
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。
冒
頭
の
題
字
は
か
の
澁
澤
榮
一
氏
の
筆
に

な
り
、
「
導
之
以
徳
、
齊
之
以
禮
」
と
あ
る
は
論
語
よ
り
の
引
用
な
り
。
前
東
部
遞
信
局
長
の
序
文
に

よ
る
に
、
吏
員
傭
人
向
け
「
通
信
講
話
」
の
連
載
記
事
を
纏
め
た
る
由
。
こ
こ
に
道
歌
の
一
例
を
擧
ぐ
。

「
う
つ
る
と
は
月
も
思
は
ず 

う
つ
す
と
は
水
も
思
は
ず 

廣
澤
の
池
」
。
歌
の
心
は
明
鏡
止
水
、
虚
心

平
氣
と
の
解
説
あ
り
。
な
ほ
、
こ
の
道
歌
、
實
は
新
渡
戸
稻
造
氏
の
著
作
に
頻
出
し
、
氏
の
最
も
愛
し

た
る
道
歌
の
一
な
り
き
。 

 

（
四
）
「
美
文
韻
文 

花
紅
葉
」
大
町
桂
月
、
武
島
羽
衣
、
鹽
井
雨
江
共
著
（
博
文
館
、
明
治
二
十
九

年
初
版
、
明
治
四
十
三
年
刊
） 

愛
ら
し
き
詞
華
集
に
て
文
庫
サ
イ
ズ
な
る
も
嬉
し
。
愛
讀
せ
ら
れ
た
る
形
跡
の
あ
る
古
書
な
り
。
共
著

者
の
三
者
い
づ
れ
も
東
大
國
文
科
の
卒
、
桂
月
の
名
文
、
羽
衣
は
東
京
音
樂
學
校
教
授
を
務
め
て
、

「
美
し
き
天
然
」
、
瀧
廉
太
郎
作
曲
「
花
」
の
作
詞
家
、
雨
江
は
ス
コ
ッ
ト
「
湖
上
の
美
人
」
の
譯
者
と
し

て
知
ら
る
。 

 

（
五
）
「
謠
曲
物
語
」
和
田
萬
吉
著
（
大
正
十
二
年
初
版
、
昭
和
二
十
四
年
刊
） 

和
田
萬
吉
氏
は
東
京
帝
大
圖
書
館
長
、
教
授
を
歴
任
。
有
名
な
る
謠
曲
の
粗
筋
の
分
か
る
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
な
れ
ば
、
非
常
に
便
利
。
先
日
の
文
語
百
撰
講
義
に
て
市
川
浩
先
生
の
謠
は
れ
し
「
碪
」
も
收
録

せ
ら
る
。
本
書
い
ま
だ
に
現
役
版
書
籍
（
九
千
八
百
圓
）
も
存
在
し
、
息
長
き
不
朽
の
名
著
と
こ
そ
い

ふ
べ
け
れ
。 

  


